













































例えば、社会福祉領域では『老年社会学』（第三二巻第四号、2010 年 1 月）がスピリチ
ュアルケアの特集を組んで刊行されている。また、日本宗教学会の定期刊行物である『宗




































































































































































































































































































































































































































はことばの虚構（戯論）から生じている、と如実に認識して。（第 50 偈） 
また、「滅」は言葉の虚構から生じる、と如実に知るとき、有を立てることもない。












































































































































   
  現に去りつつあるものに去るはたらきが有ると主張するならば、二つの去るはたらき
が有る、という誤りが付随してしまっている。すなわち、現に去りつつあるものを成
り立たせる去るはたらきと、さらにそこに去るはたらきが有るというそれとである29。   


































































































































































                                                   
1 拙稿「親鸞の言語観」参照。 


































































































































































































































































































































































































































































































































































































窪寺はチャプレン養成を関西学院大学大学院において行ってきた。また、2005 年 4 月に








Spiritual Care Chaplain：以下 PSCC と略す）を実施している。この PSCC は、北米のス




藤高章および谷山洋三がスーパーヴァイザーを務めている。2006 年 8 月には、PASCH 主
催の第一回 PSCC が市立堺病院において開催され、現在までに市立堺病院と和泉市にある
長生会府中病院を実習先とした PSCC が合計 15 回開催されている。その他に牧師に限定し
て参加者を募った PSCC が一回と、僧侶を対象とした「ビハーラ僧のためのスピリチュア
ルケア研修」が 2 回行われ、合計 3 回に渡って宗教者に限定した PSCC が開催されている。 
PSCC は通常一週間で行われており、研修内容は大きく病床訪問とグループセッションと
に分けることができる。グループセッションでは、スピリチュアルケア専門職を目指すメ














リチュアルケアを経験するのが PSCC のグループセッションである。 


























































                                                   
1 窪寺[2004]p43 
2 窪寺[2005]p392 



























































28 窪寺[2004]p79～p80  
29 窪寺[2004]p80 














CPE の歴史や、アメリカの CPE 修了者らの鼎談、現行 PSCC の詳細、研修生、オブザー
バー、スーパーヴァイザーそれぞれの立場からのPSCCでの役割や体験報告がされている。 





























































































































































































































































































































































































































































































































「心の相談員養成講習会」が 2002 年 9 月より開始されている。「心の相談員養成講習会」
は高野山真言宗が主催し29、現在では社会人権局社会課高野山心の相談員養成講習係が窓口






















































































































































































































  「知性」･････････知力・知能・知識・理解力・知恵・英知・考え・理性など7。 








  「魂」･･･････････不滅な自分・自我・自分自身・私・全身全霊 








































































































































































  生の根源との一致を促すパワーによって、 
  自他の生との一致を目指す相互の努力と協力である。 
  つまり 
  自他の誕生と死、健康と病気、喜びと苦難などを含む人生の意味や価値を（再）認識
し、受容し、 
  自他が本（物）の自分になるための働きかけである21。   （波線は筆者による） 
 
 パストラルケアの定義   
  スピリチュアルケアと根本的に同様である。 
  即ち、 
  自他の生の根源と一致するための相互の努力と協力である。 
  つまり 
  自他の生きる意味や価値を（再）認識し（理解し）、受容し、 
  自他が本（物）者の自分になるための働きかけである。 












































































































































































・臨床教育研修（5 日間×2 回） 
・ブックレビュー（2 冊） 
・訪問記録検討を受けた記録の提出（4 回） 










・臨床教育研修（5 日間×4 回）  
・ブックレビュー（2 冊） 
 ・スーパーヴィジョンを受けた訪問記録の提出（8 回） 




・自己の信念の基盤となる哲学、または神学講座 100 時間受講 
・スーパーヴィジョンを受けた訪問記録の提出（6 回） 


























































































































































































































ッペス[2010a] p314 及び p220～221） 
31 同センターの理念、歴史、全国的な展開、提携病院等については（http://pastoralcare.jp/）
を参照して頂きたい。 












































































































































































































































































































































に じ ゅう ご
三昧会






































































































spirit についてはいろいろ問題がある。･･･中略･･･ spirit の問題には、ふれようとし
ない。これはけっしてよいことではない。･･･中略･･･ 彼は、どんな状況の中でも患者
のスピリチュアル(spiritual)な要請をうけて、それを満たすことが、基本的なケアだと










































































































































































































































































































































































































































































                                                                                                                                                     

















































                                                                                                                                                     
ある。伊藤[2005]はアメリカのスピリチュアルケアの流れを四つ紹介する中で、米国の医療






































25 日蓮宗ビハーラ・ネットワークホームページ (http://www.nvn.cc/home/vihara.htm を
参照した。（2014/01/07アクセス） 





















30 浄土真宗本願寺派社会部ホームページ（ http://social.hongwanji.or.jp/index.html） 










































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































せ い し ぼ さ つ
、中国の高僧の化身であったと讃えら
れている。 
14 『浄土真宗聖典－註釈版（第二版）－』p570 なお、『同書』p571 欄外註に、二首目の
「大聖」は、「前首に列挙した人々が還相の聖者であることを示す。」とある。 
15 註 62 参照 
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